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2)「 植 物 機 能 性 低 分 子 の 代 謝 輸 送 」
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2.新 領域開拓 のキー ワー ドと関連 ミッシ ョン

生理活性、植物二次代謝産物

ミッシ ョン1:環 境計測 ・地球再生

3.研 究概要

植物が生産す る多種 多様 な生理活性物質の効率的な高蓄積お よび大量生産を 目指 して、植

物 が有す る生理活性物質 の輸送 ・蓄積機構 の解 明を試 みてい る。今年度は、抗 ウイルス活性

な どの生理活性 を有す るベルベ リンの植 物細胞 内における蓄積機構 を解明す るた めに、前年

度 に引き続 きベルベ リン生産植物 であるオ ウレン(Coptisjaponica)の 培養細胞 を用いて

研究 を行 った。そ して、前年度ベルベ リン輸送 タンパク質の候補 として クローニ ングされた

CjMATE1が 酵母発現系において、ベルベ リン輸送能 を有す るこ と、2)CjMATE1の 発現がベル

ベ リン生産量のよ り多い培養細胞系統で よ り大 きい こと、3)CjMATE1と ベルベ リン生合成遺

伝子群が同 じ転写因子 によって制御 されているこ とを明 らか にした。H26年 度 は さらに詳細

にCjMATE1の 輸送能 を解析す ると共 に、同 じ制御系の下流 にあることが判明 したベルベ リン

生合成遺伝子群 とCjMATE1の 相互作用の有無 を明 らかにす る予定である。
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